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第１８回交流会（奈良・飛鳥）大会を終えて
東アジアを見据えた日韓合同授業研究会のこれから
 　　善元
混沌の時代・アジア
　今、日中、日韓の国家間の関係が「領土問題」で大きく揺れ動いている。私たちの実施した日韓合同授業研究会では奈良・飛鳥を中心にして、多くの成果が報告されたことは共に喜びたい。しかし、その後1週間して起きた「竹島問題」「尖閣諸島」の問題によって日本の東アジア関係が相互の信頼関係が壊れ始めている。国交・文化交流が大きく制限されてきた。
　連日、韓流ファンや市民から「あれはやりすぎだ！」「いつまで韓国に謝罪すればいいのだ！」の声が聞こえ、中国では深刻な反日感情が噴出している。このような時、私たちの交流は実に深い意味がある。私たちは少なくても長い間の交流によって、韓国国民と日本国民という関係から、お互いに授業を通した関係が築き上げられてきている。私たち日韓の教師はお互いに抱えている状況の中で、目の前の子どもを大切にした真摯な教育実践、教育方法が話し合われた。国境や教育体制を越え共通な価値観が形成されつつあり、私たちは揺るぎない関係を築いている。このことを少しアジアの視点で整理してみたい。
「子どもを中心にすえた学校」「子どもを中心に進める授業」
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今韓国では子どもを大切にした独創的な教育実践が始められている。韓国側のメンバーにも革新学校を中心にした「学びの共同体」と位置づけ、伝統的な「教え込み型」中心の学校文化を変えようとした取り組みがでてきている。これは歴史の大きな流れにもつながる。韓国も映像・情報を中心とした授業実践が新たな学力を形成しているという。そうした中で韓国は既にOECDの提案する学力観の「ピサの学力観」（PISA調査）で上位を占めているが、その検証としてソウル地域では、従来型の知識、技能の筆記の旧学力より新学力で教育された子どもの方が、成績が良いという結果が出ているという。
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[交流会の韓国からの報告では「教科書が正しいとは限らない」と述べ、対象を見る視点の重要性を強調した。]
中国、そしてベトナムでも
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　実はこれは日本、韓国だけの問題ではない。中国が今大きく授業を変えつつある。２年前、中国の北京附属中学校の教育実践報告「日本の原爆投下」では、従来の知識、技能の教え込み、詰め込み授業ではなく、学習者の視点で授業作りをしている。歴史的事件、原爆投下をさまざまな視点で考察する授業である。今はさらに進化させて、「多様な教育手段、情報技術」を使い、公式的に言われていた歴史上の人物の再評価も進められ、多様な視点で、多様な資料から歴史を考察しはじめている。これは実に驚くべきことである。子どもたちが自らパソコンや図書館などで調べ、事実に即して歴史を組み立てている。「教育改革では歴史教育の特徴、資料にものを言わせる。学生に資料を熟読させる」と、中国の社会主義国家の形成はひとつの価値観だけではなく、中国抗日運動の民衆も一面的に描くのではなく、実際の資料に現れる民衆を歴史の中から引き出そうとしている。少なくても教育現場ではこのような画期的なことが進められているのである。
ベトナムでは２００５年新たに教育の規定がなされ、教育の内容、方法が「学生に学習の興味を引き出すために、学生の積極性、自覚性、主動性、創造性を発揮した授業形態」（第２８条２）を模索している。そして具体的にグループ作業、自学方法、さらには知識をどう実際に生かすかを目標とすると述べている。日本で言う「子ども中心にすえた学校、授業」である。私は今ベトナムと関わりベトナムの教育ドイモイ（刷新）をひしひしと感じている。
東アジアの平和
私たちのゴールは「東アジアの平和」にどのようにたどり着けるかである。この十八年間の教育実践の交流は、少しの事件や出来事では微動だにしない。韓国・朝鮮の分断状態の中で、思想や体制を超えて、ピョンヤンでの教育交流を行うことも決して夢ではないということを私たちは信じていきたい。またこの一年、地味にじっくり焦らず行きたい。沖縄のことは次号で詳しく報告したい。
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〇　自分の発言を補いたい。　
1  民族意識とは、②民族教育とは、という定義を明確にしておく必要があるだろう。
　①…自分が自分で良いのだ.という自尊感情を持てるために、民族への偏見をただすこと(朝鮮人はだめだという教育で植えつけられた考えを払しょくすること）
　②…そのために歴史・文化・ことばを学ぶこと
〇　韓国の参加者の方々は若くて美しくて、元気な方々が多いことに驚きました。対して日本側では教育現場の困難さが深刻を深めているように思いました。その中で頑張っておられる先生方に敬意を表したいと思います。
　
〇 (1) 韓国の参加者の方々と寝食を共にして、友達になれたことが何よりの成果でした。今回は「言葉」をこえて、踊り、歌でできた。
　(2) チョハンミ先生の授業の ① 発想のすばらしさに驚いた。② １～２年生にこんな授業ができるのも。

〇 「日本」、「日本人」等について考えさせられました。
合わせて「韓国」「韓国人」とは何かについて社会の在り方について考えさせる内容でした。
〇　テーマに対し課題が多く、事前に内容についてもう少し議論を深め 整理しておくとよかった。
〇　いろいろ不手際も多くて、参加者に不便もかけましたが、様々な協力をいただいて交流会ができたことを感謝します。日本人ばかりが焦点になってしまったような気がするのが、少し残念です。
〇　祝戸という場所を選んだことがまずよかった。
　　テーマが「真実の歴史を求めて」という大きなテーマでしたが、これを機に、漠然と感じていた「民族」の居心地の悪さをこの際、払しょくしようと思う。
〇　準備進行おつかれさまでした。
　　参加させてもらって、疲れがなくなって、パワーをもらいました。
　　普段できない経験をさせてもらってありがとうございました。
〇　日韓そして朝鮮学校の授業報告が良かった。
〇　新しい方々の参加も多く、よかったと思います。
　　神宮・天皇陵の造営の陰に被差別部落の強制移転があったなど、ふだん聞けない話を伺えたことも印象に残っています。
〇　子ども（過去の私も含めて）が学校で過ごす時間は否が応でも大事な成長時間。
先生たちが真摯に取り組む授業に年令巻き戻しで参加してみたいと思う。
交流会に参加させていただきありがとうございました。
〇　はじめて古代史をとりあげ、フィールドワーク、講演、授業報告を通して深く学ぶことができた。
〇　さまざまな立場の人が集まる交流会であったこと。
これだけの内容ある交流をするための下準備の大変さを実感した。
　　翻訳、通訳、会計、宿舎やバスの手配等、手弁当で自発的に動くすばらしさを参加者全員に感じた。一方、かなりの負担でもあり、これからも工夫が必要と思う。
　　
〇　私は奈良で、奈良教組と韓国全教組慶北支部との交流に毎回参加しているのですが、教組の交流会に比べ、本会は様々な校種や立場の参加者がいて、何よりも在日の人たちがたくさん参加しているのが素晴らしいと思いました。それだけ我々奈良教組が閉鎖的であることを痛感しました。いろいろな立場の方々と話ができ、知り合うことができて、自分にとってとても意味のある会でした。
〇　理想的な宿舎が得られたことがいちばん素晴らしかった。
　　日本側の会員たちが、部署に応じて熱心に取り組んだ姿。
〇　初めて交流会に参加された方の話を聞いて、交流会がこのような話をしていただける素晴らしい場になってうれしく思いました。
〇　修学旅行に参加しているようで、本当に楽しかったです。本当は、もう少し、事前準備に参加できればよかったのですが…。
　　新しい出会いと素晴らしい時間を作ってくださった先生方に感謝します。
学習会記録　　日時；2012年6月3日(日)　　場所：アジア文化会館
多文化の子どもたちとの毎日
　　　B小学校　広沢
はじめに
　僕は親父が嫌いだった。親父は6年前に死んだ。物心がついた頃から、親父の記憶といえば殴られたことばかりだ。「もっと勉強しろ！」と殴られた。親父は自分の卒業した「○○大学に入れ。」と、常日頃から言っていた。
　親父の仕事の都合で、小学校1年生の11月までギリシャに住んでいた。帰国して、日本の小学校に入ると、「ギリシャ人！！」といじめられた。今までに様々な国籍、人種、宗教の人たちと一緒に学ぶ機会があった。その中で東洋人である僕は、稀な存在であった。だからと言って、いじめられたことはなかった。皆が同じでなければならない日本の学校は、とても窮屈だった。だが、次第にそこに適応していった。
　小学校の高学年の時。クラスに台湾出身の子がいた。クラスの中でひどくいじめられていた。僕もその輪の中に入っていた。友だちがよく口にしていた、「台湾に帰れ！」という言葉が脳裏に焼き付いている。僕自身も、その言葉を口にしていたかもしれない。
　その頃、親父がもとは台湾人であることを知った。別に大きな驚きはなかった。が、僕の身体を流れる台湾の血を、心のどこかで憎むようになっていった。いつも殴る親父が、台湾と重なり、それを嫌悪した。
　高校生の頃から親父と衝突することが多くなった。大学も親父が望む大学には行けず（行かず）、大学卒業後にはケンカ別れをして、家を飛び出した。その際に「親子の縁を切る。」と言われた。
それから間もなく、親父は肺ガンになった。そして、5年の闘病の末に、55歳で逝った。その間に僕にも長男が生まれた。意地を張るのはやめて、孫を連れてお見舞いには行ったが、本当に分かりあえることはなかった。
今から思えば、親父ともっと話をして、親父について知りたかった。親父の死後、母や伯母、親父の友人と話し、少しずつ親父のことを知っていった。神戸の中華街で生まれ、育ったこと。姉妹はみな中華学校やインターナショナルスクールに行ったが、親父だけは長男ということで、日本の学校に行ったこと。その中で多くの辛いことがあったこと。「勉強して、成功して、周囲を見返してやる。」というのが、学生時代に勉強をする強力な動機であったこと。しかし大学卒業後の就職先は、外国籍であるがために応募することすらできないところが多く、思うようにいかなかったということ。また、母と結婚する際は、母方に猛反対する人が多数いたということ。結婚前に日本国籍を取得したということ。
親父の人生を振り返ったときに、経済的にはそこそこの成功者であったと思う。上記のような状況の中で、外資系企業に勤め、僕を含めて3人の子どもを育てた。親父は己の実体験から、努力して己の力をつけることが、差別をはね返し、幸せを掴むための唯一の方法だと考えていたのだろう。そして、そのことを息子である僕にも求めた。そして、努力しない息子を不甲斐なく思い、憤りも感じたのだろう。今は思う。僕を殴る親父の拳は、差別と闘う拳だったのだ。
T小学校
　親父の死の翌年、勤めていた民間企業を辞めて、教職を志した。通信で免許を取り、2009年4月に教員となった。配属したのはT小学校。閉校まであと2年の学校。S区で唯一の日本語通級学級を併設し、学校全体で外国にルーツを持つ児童が3割程度いる学校。東京都指定の人権尊重教育研究推進校。T小学校で勤務した2年間で、僕は非常に多くのことを学んだ。
Ｙの家族との関わり
　T小学校での2年間、4年生・5年生と持ちあがり、12人の子を担任した。そのうち7人が外国にルーツを持つ。中国にルーツを持つ子が4人。フィリピンにルーツを持つ子が2人。ロシアにルーツを持つ子が1人。なかなか学校に来ることができない子もいた。
　Ｙはフィリピン人のお母さんと弟と妹の4人暮らし。日本人のお父さんは3年生のときに亡くなった。
　　　体育の時間、Ｒくんにボールを投げた　　　　　　　　　　　　　　　　五年一組　　Ｙ
　十月十六日のことでした。五時間目の終わりのチャイムがなりました。H先生がみんなに、「次、体育だから体育着にきがえて。」と言いました。　（中略）　一番の人が投げました。どんどん投げていって、ぼくの番がきました。そのときボールをとるＲくんがかんちがいをして、もどってこようとしました。なので、おもいっきりボールをＲくんに投げました。あたりそうだけど、あたりませんでした。H先生が、「Ｙ、何してんだよ。」と言いました。ぼくは心の中で、（ヤッベ。）と思って、笑いながらにげました。にげてたらつかまりました。ぼくは、「きもい。さわんないで。」と言いました。H先生は何も言わないで、ぼくの手をにぎっていました。手をひっぱったので、おもいっきりケツをけりました。ぼくが、「ひっぱってんじゃねーよ、じじー。」と言いました。みんなの方に行ってH先生が手をはなしました。ぼくはＲくんの方に行って、「テメェーふざけんじゃねーぞ。ぶっころすぞ。」と言ってなぐろうとしました。だけどH先生がとめたのでなぐれませんでした。H先生がぼくのことをおしてころばせて、みんなの方につれていってはなしました。ぼくはおきあがって、H先生の悪口をいっぱいいいました。　（中略）　家についたら、母と弟のＮと妹のＭがいました。時間を見たら五時ぐらいでした。ぼくはねむかったので、母のベッドでねることにしました。まくら二枚、ふとん一枚を持って行きました。ふとんをかけてねました。十分くらいしておきました。だけどふとんから出ませんでした。なぜなら、さむかったからです。ボーっとしてたら、「ピンポーン。」となりました。Ｎが、「あ、だれかな？」と言いました。ぼくは、（ヤベ、きた。）と思ってねたふりをしました。H先生が、「Ｙ、おきて。」と言ったので、おきました。母とH先生でぼくのことをじっくり話しました。はじめにH先生がぼくのうでをにぎって赤くなったことをあやまっていました。それを聞いた母は、「ああ、そうですか。」と言っていました。それからいろいろなことを話していました。ぼくに聞かれると、ぼくは「はい」か「うん」しか言っていませんでした。そしていろいろ話して、H先生が帰ろうとしたとき、ぼくは、「学校にパーカーわすれた。」と言いました。H先生が、「じゃー、取りに行くよ。」と言いました。ぼくは、「いっしょに行く。」と言いました。Ｎもさそって三人で行きました。パーカーをわすれたので、ぼくはすっごくさむかったです。五分くらいで学校について、ＮとH先生が教室までパーカーをとりに行きました。五分たってもこないので、かくれました。そうしたらもどってきました。あめをH先生にもらってかえりました。ぼくが、「コーラのにおいしない？」と聞きました。そしたらH先生も、「する？」と聞いてきました。ぼくがＮに、「コーラガム食べてる？」と聞きました。そしたらＮが、「うん。食べてる。」と言ったので、ひとつもらいました。H先生にもあげました。一分くらい三人でガムでふうせんを作ったりして遊んでいました。家に帰って、H先生は学校に帰って行きました。
　Ｙは父の死後、学校に来れないことが多くなった。朝、机にＹがいないときには、いつも家まで迎えに行った。家に行くと、さらに色々なことが見えてくる。Ｙの母親は日本語があまり上手ではない。5年生になった頃から、Ｙは母親の言うことを聞かなくなってきた。日本語が十分でなく、読み書きができない母親を馬鹿にするようなそぶりを見せるときもある。また、言語のコミュニケーションがうまくいかずに、イライラした表情をすることも多くなった。
　母親は話をするたびに、「フィリピンに帰りたい。」と泣いた。色々な仕事を始めるが、長続きしない。子どもたちが言うことを聞いてくれない。お金がない。だが、生前に夫は「これからもずっと日本で生活して欲しい。」という言葉を残した。そのため、話の終わりはいつも涙をこぼしながら、夫の言葉を守るために「日本でがんばるしかない。」という結論で終わった。
　放課後も、ちょくちょくと家に行くようになっていた。Ｙの家で、僕には大事な仕事がある。それが手紙（郵便物）の仕分けである。母親は日本語が読めないので、手紙の内容が分からない。生活保護関係の書類。様々な料金支払い。また、学校や保育園からの手紙。それらを必要なものとそうでないものに分ける。料金の支払いは優先順位をつける。記入が必要なものは記入する。
　また、ときには学校に電話がかかってきて、「ＴＶが映らなくなったから来てほしい。」とか、「部屋の模様替えをするから手伝って欲しい。」ということもあった。Ｙの家の苦しさ。それは、何か困ったことがあったときに、先生にしか頼るところがないことである。
クラスの仲間
5年生の終わりの頃、学校に来れないＹを迎えに行ったことについて、Ｓが作文に書いた。
　　　五年生のみんなと広沢先生で、Ｙくんの家に行った　　　　　　　　　　五年一組　　Ｓ
　五年生のクラスは、みんなで十一人です。ぼくたちの担任は、広沢先生です。十一人の中に、家が遠い人もいます。学校もたまに、来れない人もいます。
　二月十日のことでした。Ｙくんが、学校に来ませんでした。そうしたら、H先生が、「Ｙんちに行って来る。」と言いました。そうして、三十分くらいして、帰って来ました。広沢先生が、「家のかぎしまってた。」と言いました。ぼくたちは、「Ｙんち、行きたい。」と言いました。H先生が、「じゃあ、行くか。」といいました。そうして、クラスみんなで行くことになりました。H先生が、「マラソンで行こう。」と言いました。（中略）
そうして、かいだんをのぼって、Ｙくんの家につきました。ぼくが、「やっとついた。」と言いました。ぼくが、「Ｙ。」といいました。Ａくんも、「Ｙ。」とききました。H先生が、「Ｙ。」といいました。そうしたら、Ｂくんが、「みつけた。」といいました。ぼくが、「なに。」とききました。Ｂくんが、「家のかぎ。」といいました。ぼくが、「かして。」といいました。そうして、かぎをもらい、家のかぎをいれるところに、かぎをいれて、右がわにまわしました。ぼくが、「あいた。」といいました。ぼくが、ドアをあけて、くつをぬいで、中にはいりました。はいって右がわに、Ｙくんと、弟のＮくんが、いました。ぼくが、「ネテル。」といいました。そうしたら、Ｎくんがおきました。ぼくが、「Ｎ、学校いくよ。」といいました。Ｎくんは、「わかってる。」といいました。広沢先生も、「起きろ。」といいました。Ｙくんが、「頭いたい。」といいました。そうしたら、起きました。H先生が、「学校いけるか。」と聞きました。Ｙくんが、「いける。」といいました。そうして、ＮくんとＹくんが、服にきがえました。H先生が、ぼくたちに、「四時間目にまにあわないから、さきに、学校いってて。」といいました。ぼくたちは、「うん」といいました。」そうして、ぼくたちは、学校にかえりました。学校について、十分くらいしたら、Ｙくんがドアをあけて、教室にはいってきました。
　
これはT小学校五年一組の日常的な光景であった。クラスにはＹを含めて2人、学校を休みがちな子がいた。朝、机にその子がいないときには、いつも迎えに行った。前の担任も同じことをしていたし、僕も2年間それを繰り返した。それを見ていたクラスの子たちにとっても、友だちが学校に来れないということが、本人や先生だけの問題ではなく、自分たち自身のこととなっていった。
新生B小学校
　2011年3月T小学校は統廃合となり、4月より「B小学校」として新しいスタートをきった。T小学校にいた子の多くも、B小学校に通うようになった。二つの学校が一つになるということは、何よりも子どもたちにとって大変なことである。力を入れて大切にしてきたことが、それぞれの学校で同じではない。
　僕は3年生の担任となった。T小にいたときにいつも迎えに行っていた子たちも、B小学校の6年生となった。4月、その子たちが朝いないと、いつもＳやＡが3年生の教室まで「Ｙが学校に来てないよ！」と教えに来てくれた。そして、真剣な顔で「迎えに行かないの？」と聞いてくる。それがおかしかった。
でも、ふと気付かされる。何でＳやＡの言うことをおかしいと思うのか？担任だとか、担任じゃないだとか勝手に線を引いて、自分の仕事の範囲を決めているのは、大人の都合なのではないか？
3年2組
　昨年度の僕のクラスは28人。T出身が5人、B出身が23人である。T出身の5人のうち、2人は外国にルーツを持つ。だが、B出身の23人の中には、1人しか外国にルーツを持つ子がいない。すぐ隣の地域なのに、ずいぶんと違うものだと感じた。その1人の子は、Ｈという女の子である。
　4月。僕はＨの家に行き、お母さんと話をした。お母さんは中国出身であった。Ｈも小さい頃から何度も中国に行ったことがあり、中国語もかなり話せるということが分かった。だが、話をしていくと、お母さんやＨは、自分たちが中国にルーツを持つことを、あまり人に知られたくないようだった。Ｈも「中国は嫌い」と言っていた。
　クラスの子どもたちも、Ｈが中国語を話せることなど、全然知らないようだった。T小では、学校からの大事な手紙の中国語訳を、必要な子に配っていた。B小でも同じように作成し、配るようにした。あるとき、Ｈにも日本語と合わせて中国語訳を配った。すると翌日、「うちに中国語訳は配らないでください」との連絡を受けた。何でそんなに中国にルーツを持つことを嫌がるのか。それはおそらくお母さんのせいではなく、クラスや学校、社会の責任であろう。クラスに多様なルーツを持つ子がいること、それはクラスの豊かさである。いつかＨの持っているものを引き出して、「より豊かなクラスを作りたい」と思った。
　運動会も無事に終了した6月。クラスで『マーリャンと魔法の筆』という絵本を読んだ。これは中国の昔話である。Ｈは物静かな子で、学校ではあまり喋らない。授業中に発言を促しても、小さな声しか出ず、なかなか教室全体に聞こえない。この絵本を読もうとしたときに、Ｈが突然みんなに聞こえるはっきりした声で、「私、その本何度も読んだことがある。」と言った。周りの子たちがびっくりしてＨを見た。教室がシーンと静まり返る。「小さい頃、中国のおばあちゃんがいつも読んでくれた。」とＨは続けて言った。これはＨにとっても、クラスにとっても、とても大切な出来事であった。今ではＨが中国語を話せることを、クラスのみんなが知っている。
　7月、もう少しで夏休みという朝。Ｋがふとクラスで話し出す。「今日ね。私のお父さんねぇ、タイに行く飛行機に寝坊して乗れなかったの。」Ｋは母子家庭だと聞いていたので、不思議に思いながら、「お父さん、出張に行ったのか？」と聞くと、「私のお父さん、タイ人なの。」と驚きの一言。クラスの中で、自然に自分のことを話せること。それは受け入れてくれる仲間がいるということ。そんなクラスを作って行きたい。そして、実感した。B小には外国にルーツを持つ子がいないのではない。ただ、見えていないだけだ。多くのまだ見えていない子たちのルーツを大切にしながら、豊かな学校を作っていきたい。
関わり続けること
　6年生のＹは、B小学校になってから学校に来られないことがますます多くなった。同じクラスになったＡは、4月から毎朝のようにＹの家に電話をしているようだった。それでもだんだんとＹが電話に出なくなり、学校に来なくなってきた。5月のある日、校内でＡと会うと、僕の顔を見るなり言う。「Ｙはもうダメだよ。」「今日もサボり。」僕は2年間Ｙの担任をしていて、一度もＹのことを「サボり」だと言ったことはない。この一言がひどく引っかかった。
　担任じゃないからと、大人の都合で6年生と関わることを心のどこかで遠慮していた。でも、Ａのこの一言で迷いが吹き飛んだ。放課後、Ｙの担任と話をした。夜、Ｙの家に行った。Ｙの家に行くのは一ヶ月ぶりだった。学校を休んでいたＹも弟のＮも、元気そうにしていた。
　Ｙは理科の勉強が好きである。好奇心が人一倍強く、様々なことに興味を持ち、知りたがる。この日も話していたら、いつのまにか「光の速さ」や「宇宙」の話になった。一時間くらいそのことについて「あーだ」「こーだ」と話をした。Ｙの好奇心は、尽きることが無い。
　母親とも久しぶりに話をした。経済的に苦しいこと。夜の仕事に変えたこと。そのために、朝ＹとＮを起こすことができない日もあるということ。子どもたちが全然言うことを聞いてくれないこと。ほんの一ヶ月の間に、家の中の様子はだいぶ変わっていた。
　新校になってから、僕は様々な忙しさに追われていた。授業の準備、校務分掌、多くの事務作業、保護者からの要求。職員室でそのようなことをこなすことにばかり没頭していて、一人ひとりの子と向き合うことを忘れかけていた。Ｙの家に行って、とても居心地の良さを感じた。同時に、T小学校で築き上げてきた「教師として何を一番大切にしなければならないのか」を思い出させられた。ひとりの人と人として向き合うこと。それこそが教育の原点であり、居心地の良さなのだろう。僕の中で柱としているものがブレてしまうことがある。それを修正してくれるのが子どもたちなのだ、と感じた。
　帰り際に、「明日、起きれるか？」と聞いた。「大丈夫だよ、先生。」とＹは言う。しかし、その言葉が半信半疑だったので、「朝、来るぞ。」と言って家を出た。
　翌日、出勤前にＹの家に寄った。インターホンを鳴らしたが、反応がない。ドアを叩いたり、名前を呼んだりしていると、家の中からゴソゴソという音がする。ドアが開いて、目をこすりながらＹが顔を出す。「・・・先生、今何時？」「7時50分。」「・・・・・。」「15分で用意すれば、間に合うぞ。」Ｙはコクリとうなずいて、部屋に戻っていった。僕も続いて家の中に行き、弟のＮを起こしにかかった。すると、母親も眠そうな顔で起きてきた。「先生すいません・・・」母親は仕事から帰って来るのが、明け方の4時くらいである。そのまま起きていて、子どもたちを学校に送り出してから寝るようにしているのだが、やはり疲れていて、どうしても眠ってしまう時があるのだそうだ。ＹとＮの準備ができたのを見届けて、僕はひと足先に自転車で学校に向かった。
　それからというもの、担任をしていたときと同じようにＹの家を訪問した。リズムができないときには、このように朝迎えに行って、起こした。担任だとか担任じゃないとか、「よくなる」とか「よくならない」とか、そんなことは関係ない。気になるかぎり、関わり続けていこうと心に決めた。子どもと「共に生きる」教員でありたい。
ニキビ
　夏休みが明けたころから、Ｙは校内で一段と目立つようになってきた。身体の大きさや、教員に対する態度だけではなく、容姿も派手になった。金髪。刺繍の入った上着や、上下とも真っ白なジャージ。職員室でもＹや、Ｙの母親への苦情を耳にすることが多くなった。
　秋の頃だったか。Ｙが休んだ日の夜、家に行った。すると、「顔に変なものができた！」と言う。ニキビだった。「何だ、それで学校を休んだのか？」と訊くと、「違うよ！」と怒ったように言う。「薬局に行っても何を買っていいか分からない。」とお母さんも困っている。そこでＹと一緒に薬局に行き、ニキビの薬と洗顔フォームを買った。ニキビの薬は、置いてある場所もわかりにくいし、数種類ある。洗顔フォームにいたっては、もっともっと種類が豊富である。確かに日本語が分からないと、何を買っていいか全く分からない。帰り道、Ｙが「学校ではあまり話しかけないでね。」と言う。「何で？」と聞くと、「恥ずかしいから！」と笑いながら本当に恥ずかしそうに言った。
卒業
　Ｙは長男である。だから、Ｙが成長していくごとに、Ｙの母親は日本という国で、多くの初めてのことに出会う。小学校卒業や、中学校入学についても、初めてのことばかりで不安でいっぱいな様子だった。特に制服は、どこで、何を、どれくらいのサイズのものを買えばいいのか、困っていた。そこで、3月の土曜授業の午後に、Ｙと母親と3人で採寸をしに行くことにした。授業が終わった後、校庭で下校するＹとすれちがった。「後でな。」と声をかけると、「わかってるよ！」と不機嫌そうに目をそらしながら言う。
　約束の時間にＹの家に行った。母親はいたが、Ｙがいない。どこかに遊びに行ったまま、帰ってこないとのことだ。母親は何度も携帯電話に電話していたが、出ない。母親はカンカンに怒っていた。1時間ほど待っても帰ってこない。もう店も閉まってしまう時間になったので、僕は帰ることにした。
　後日、Ｙの家に行った。母親は「制服を買うお金で、もうフィリピンに帰る！」と怒鳴り散らしていた。また、しきりに「先生に謝りなさい！」と言っていた。Ｙはさすがに申し訳なさそうにしていた。僕は別に謝ってもらおうとは思っていなかったので、次にいつ採寸に行くかだけを相談して帰ろうとした。すると、Ｙが「先生。何で俺、中学に行かなくちゃいけないの？」訊いてきた。僕も少し考えたけど、分からなかった。「誰がそんなこと決めたの？」と質問が続く。Ｙの質問にはうまく答えられなかったけれども、この前Ｙがすっぽかした理由が、少し垣間見えた気がした。
おわりに
　制服だけでなく、ジャージ・カバン・上履きなども買い揃え、Ｙは中学に入学した。入学早々、先生に目をつけられ、きつくしぼられたらしい。4月の中旬くらいには欠席が目立ち始めたので、朝起こしに行って、中学へ送り出すことを何日か繰り返した。
教員4年目。Ｙと出会って4年目。これからもＹと関わり続け、共に生きていくのだろう。外国にルーツを持つとか、持たないとか、普段はあまり気にしていない。ただ、クラスや学校の中で、しんどい子がいたら一歩踏み込んで行って、その困難に寄り添っていく。そこにはルーツも、国籍も関係ない。
だが同時に、外国にルーツを持つが故のしんどさを抱える子（家族）を、しっかりと見抜いていきたい。しんどさを、先生にも友だちにも、時には自分自身にさえ隠している子がいる。そのような子たちを見過ごさずに、しっかりと気付きたい。クラスの中に様々なルーツを持つ子がいるのは、当然のことである。そのことを当たり前にさらけ出せるクラスや、学校、社会を作ることが、僕たちの仕事であると思う。
　Ｙがまだ僕のクラスにいたとき。T小閉校の最後のアルバムで、次のように書いていた。
　　　20年後に大切にしているもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　五年一組　　　Ｙ
　僕は「日本とフィリピンの間で生きる家族」を大切にしている。僕はソニーで働いている。夜はビールを飲むけれど、健康を気にしている。外に飲みに行くのは、月に3回だけ。休みの日も、午前中はファミマで働く。たまに1週間くらいの休みをとって、日本に住む妹のＭや弟のＮに会って、それからフィリピンに住む母に会いに行く。
　2011年暮れ。妻子と母を連れて、初めて台湾を訪れた。親父は生涯、台湾の土を踏むことはなかった。旅行中、親父の写真を持ち歩く母は、何だか嬉しそうだった。高雄に住む、親父の従兄弟にあたる人を訪ねた。従兄弟の中の一人が、親父にとてもよく似ていた。僕の息子に笑いかける眼差しに、親父の面影を見た。
〈学習会に参加した韓国学校生徒の感想〉
学習会についての感想文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私は広沢さんの話を聞いて、真っ先に私の幼い頃を思い出した。２０００年、私が４歳の時、私は父の仕事で日本に来ることになり、幼稚園、小学校６年間という長い時間を日本人の間ですごしてきた。そういう私が広沢さんの話を聞いて感じた点が二つある。
一つ目は、外国人に対する差別に関してだ。広沢さんの話の中で広沢さんの幼い頃の話が出てきたが、私の小学校のクラスには私をふくめた韓国人数人以外、みんな日本人であった。しかし、私は学校で「韓国人！」とかいってからかわれたことは一度もなく、日本人はみんなとても優しいんだなと思っていた。だが、広沢さんの話を聞いて、やっぱり国籍の違う友達とはなかなか仲良くすごすことができないことがあるんだな、と感じた。それから、広沢さんのお父さんの場合、台湾人だという理由だけで差別されたといったが、ただ自分とは違う国出身というだけで差別をするなど、とてもくだらないと思った。私は、今まで日本で生活しながら韓国人だからという理由だけで、いじめられたとか、辛い目にあったとかはないけれど、もしそんな目にあっていたとしたら、本当に日本という国は親切などない、心狭く卑怯だと認識していただろう。これは日本だけの話ではなく、全ての国にもあてはまることだ。外国の友達をいじめると自分の国のイメージが悪くなるだけなのに、どうしていじめてしまうのだろうと、私は思う。しかし、こんな辛い差別の中でも成功することができた広沢さんのお父さんを見て、とてもかっこいい方だと思ったし、尊敬するようになった。
拳、教師、ALL　FOR　ONE
（前略）僕はこの‘差別と闘う拳’を僕は持っていたのかと考えてみた。僕も酷くはなかったが、日本の小学校で差別を受けた記憶がある。このときは、時間が経てばこの差別も消えると思ったため、ただやられるばかりだった。つまり、相手の‘差別する拳’を怖がり、避けていただけだった。だが、広沢先生のお父さんはそれを勉強を通して立ち向かった。勇気がなかった僕の姿と勇気ある彼の姿の違いから結局僕は差別されたという被害意識しかなくそれを解決しようとは思わなかったのであろう。
そして、広沢先生はフィリピン人の母がいるよしきという学生との関係について話した。よしきのお父さんはもうこの世にはいなく、お母さんは日本語ができないため、生活が厳しい。また、よしきが思春期に入り、もっと家族が辛くなった。もちろん学校にもあまり来なかった。しかし広沢先生は単に欠席と書くのではなく、直接よしきの家に行ってよしきを起こし、よしきの家族を手伝った。
ここで、本当の教師の意味について考えた。僕が知っている教師とは、表面的には、僕たちをちゃんとした道を歩ませてくれる人だ。しかし実際は授業してくれる人だと思っていた。だが広沢先生は違った。直接生徒の家に行って手伝うことは授業とは違うことだ。なので僕は教師の本当の役割について考え、教師とは僕たちをちゃんとした道に案内し、社会にでる準備をさせてくれるひとだということをたしかに気付いた。
広沢先生の話が終わり彼の話に質問する時間が設けられた。たくさんの人たちが質問したが、僕はある大学生がした質問がまだ頭に残っている。彼は教育現場でよしきみたいな一人のための行動は可能かを聞いた。差別との関係性について聞いたようだった。広沢先生は不可能ではないが、他の先生の助けを必要とし、教育員評価もあるため、段々難しくなってると答えた。
僕の学校で体育の先生がよく‘ALL　FOR　ONE、　ONE　FOR　ALL’といる言葉をよく言う。これはみんなは一人のために、一人はみんなのためにという意味だ。しかし僕はこの言葉の意味を少し違う風に考えてみた。一人のためのものがみんなのためであり、みんなのためが一人のため、という意味もあると僕は思っている。よしき一人のために行動することはよしきの友達のためでもある。それは、先生がやっている行動は決して一人のためではなく、みんなのための行動だったと僕は考えている。
一部が終わる頃、僕は広沢先生に質問をした。２００６年ワールドカップのとき、ぼくは日本の小学校に通っていた。そのとき、日本は最初の試合に負け、韓国は勝った。結果的に両方予選落ちだったが、その時、僕は喜びを隠せず、友達の恨みを買っていた。このとき混乱をうけ、東京韓国学校に転校した。僕はこういう状況での解決策を聞いてみた。しかしいい答えはもらえなかった。この問題に関してはこれからの課題にしようと思っている。最後に、広沢先生みたいな本当の教師にもっと会ってみたいと思った。
多文化の子供たちとの毎日
私は、現在日本で暮らしている　在日韓国人です。私は　今回、日韓通訳部の一人として、日韓合同授業研究会で　見学をさせていただきました。そこで　どんな　話がきけるのだろうかと、とてもワクワクしていると同時に　緊張も　少ししていました。何を　私が　何を学べるのか　私の中で　何か新しいものを　発見できるのか、いろいろな　考えをよせて　今回の　広沢さんの演説を聞かせてもらいました。とても　多くのことを感じ、学べることが　できたと思います。私も　日本で暮らしながら　小さい頃　友達や初めて　会った子供たちに　韓国人だと　ちょっとした差別にとても　傷ついたことを　覚えています。　そのたび　いつも　心の傷に触れ　なでてくれる　先生が　そばにいました。先生は　私が　小学2,3年の頃の　担任の先生でした。先生は　私が　友達に　名前や　国籍の問題で　からかわれている時　すぐに　現れて　叱ってくれていました。すると　私を　からかっていた　男の子達が　一人ずつ　謝りにきてくれたのを、覚えています。先生と　いう　人物は、私にとって　欠かせないものであり　とても　ありがたい　存在です。言葉では　はっきり言えないものの　とてもとても　感謝しています。生徒と先生の　関係は　切りたくても　切れないほど　とても　強い　愛情や情、尊敬で　結ばれていると　思います。　今回の演説で　これまで　考えてみなかった事や、先生に対する　尊敬と言う言葉を　もう一度　ゆっくり考えてみる　いい機会だったと思いました。先生は　生徒が　つらい時や、悲しいとき、言葉では話せない　痛みを　抱えているとき　唯一　相談にのってくれたり、希望や、喜びを　教えてくれる　存在だとゆうことも　わかりました。
いつも　欠かさず　情を　送ってくれる　先生は　生徒にとって　無くてはならない　存在だと　おもいます。時には　強く叱り　時には　勇気や希望　、喜びを　くれる　先生。
いつも　先生は　生徒の味方だってことを　決して　忘れては　ならないと　思いました。　
今回、　この機会で　私が　今まで　考えてもみなかった　先生と　言う存在を　もう一度　考え　先生が　どれほどの　影響を　くれたか　考えることによって、　一生　忘れない　先生と　言う存在に　もっと　近付けたかなと、　思いました。
日本語が　通じない　わたしたち
私は　４年生の　時、日本の　小学校を　通いました。もちろん、言葉が　ぜんぜん　通じなかったです。４年生の　ときのは　ほかの　子供たちと　いっしょに　授業を　受けるのではなく、IC(インタネーショナル　クラス）で　ひらがなから　カタカナを　覚えました。私の　学校には　結構　外国人が多くて、日本の　友達から　いじめられたりされたことは　なかったです。だけど　はじめの　時は　学校に　行きたくなかったし、新しい環境に　怖くて、ないた覚えがありました。５年生からは　日本語で　歴史の　授業を　聞けるように　なって、韓国が　日本に　支配されていた　時代をならいました。その時　みんなが　心から　謝って　くれて泣きました。私は　日本人でも　なかったし、価値観も　みんなとは　違ったんだけれども、みんなが　上手ではない英語で　話しかけて　くれたり、宿題も手伝ってくれました。日本には私のように　日本語が　ぜんぜん　しゃべれない　多文化の　子供たちが　いっぱいいます。そう　いう子の　学校生活は　自分が　作っていくべきで、先生は　その子が　作っていく　その　過程を　見て、支えていく　役割を　してあげる　教育を　するように　して欲しいです

日韓合同授業研究会の交流会に参加して
（前略）「日韓合同授業研究会」は、1995年に日韓両国の教育および文化への関心を高め、研究、交流を深める目的の下でスタートしました。日韓の歴史や国家問題をテーマに小、中、高校、大学の交流授業を行い、その授業を聞いた学生や子供たちの感想を交換したり、話し合いや討論を通してお互いに理解を深めたりするのが主目的な団体だそうです。
（中略）私は、今でも続いている普通とは言えないかもしれない先生の教育活動にとても感動しました。マニュアル通りの教育ではなく、その生徒を人間として本当に愛してこそ生まれる行動だと思いました。先生の言葉の中でも、『授業をすることよりもみんなが集まることが大事だ』という言葉は今でも私の心の中に残っています。
現代社会は情報化社会であり、情報をたくさん所有している人が有利な世界です。今の教育方式は子供達にさまざまなことを望んでいます。想像力と創意力を生かして脳の発展を活性化させていくべき時期の子供たちに、早期教育という名の下で子供たちの夢や希望を踏みつけ、無視しています。友達と外で走り回るべき時間に家や塾で一つでも多く問題を解かせ、自然や物事を観察すべき時間に一つでも多く英語の単語を覚えさせます。このような教育方式から生まれた「学力、大学が一番だ」といった思想ではなく、子供たち一人一人の個性を大事にする教育の方が、自由な発想から目覚しい発明やすばらしい芸術、テクノロジーなどが生まれ、世の中はもっと住みやすい安らかな場所になると思います。学校は勉強、学問を習いに行く所でもありますが、子供が成長して大人になった時、社会で生きていけるように前もって練習する場所でもあります。広沢先生のように勉強よりも教育、学校に通う理由そのものを理解し、子供達の未来への道を開いてあげられる先生たちが少しでも多くいれば、日本と韓国、さらに世界が少しずつ変わっていけると思います。
私は毎週の金曜日に家の近くの小学校で、放課後に学校に残って遊ぶ子供達を世話したり、一緒に遊んであげるボランティア活動をしています。私がボランティアをしている学校にもさまざまな個性や性格、出身を持っている子供たちがいます。自分とは違う外国人と仲良くしようとする子達もいますが、そうでない子供たちもいます。私は3歳のときから日本に住んでいますが、小学生の時から韓国学校に通っていたので外国人に対するいじめや差別、暴行などは経験したことがありません。しかし、今でもどこかでは誰かが自分とは違うという理由で、その子をいじめ、生涯忘れられない辛い傷を残してしまうようなことが起こっているでしょう。人間はもともと一人一人みんな違うということをもっと幼いときから教えていけば、このようないじめや差別は少しはなくなると思います。幼い子供時代にそのような辛い記憶ではなく、楽しい記憶やうれしい記憶を作ってあげるために努めるのが先生たちの本当の役目だと思います。私にはまだ「これだ！」という夢はありません。まだ経験してみたいこともたくさんあるし、やりたいこともたくさんあります。でも広沢先生の話を聞いて、先生になるのも良いかもしれないと考えました。もし将来小学校や中学校、高校の先生になったら広沢先生のように子供たちに必要とされる先生になりたいです。
多文化の子どもたちについての講義を聞いて
　(前略)話の多くにはお母さんがフィリピン出身であるY君が登場します。彼は小学３年生のころ日本人の父を亡くしてからお母さんと弟と妹の４人家族で暮らしています。広沢先生の話によると、彼は学校に来られない事が多かったらしく、広沢先生はちょくちょく彼を迎えに家まで行ったそうです。そのころは先生がまだ登校していない学生を迎えに行くことが当たり前だったので他の学生たちも理解してくれたらしいです。このとき、広沢先生は他のどんなことよりもクラスのみんながそろっていることのほうが大事だと強調していました。それを聞いた私は自分のことをちょっと恥ずかしく感じました。普段クラスメートが休んでもそれを気にもかけない自分の姿が浮かんできたからでした。
　それからもいろいろな話を聞きました。講義の最後に広沢先生はクラスや学校の中で、しんどい子がいたら一歩踏み込んで行って、その困難に寄り添っていく、そこにはルーツも国籍も関係ないと言いました。
　思えばそれは現代を生きる私たちにはそれほど異常な話ではありません。が、しかし、実際私たちは誰かを差別しながら、無視しながら生きることが少なからずあります。 現代人は、たとえその人が同じ国籍を持つ人間であろうがなかろうが、自分のことだけを気にしては他人が困っていても見向きもしないで道を進んでいきます。つまり頭ではわかっていても、行動には移さない、ということです。もちろん私も例外ではありません。国籍や見た目とは関係なく、ただ困っていたら手を差し伸べればいいだけなのに出来ない、時もありました。まあ、それは自分の利益に関係するときでしたが、今思えばそれもばかばかしく思えてきます。
　国籍やルーツは個人が生まれる前から選べるものではありません。結局は一緒の人間だということを今回の講義で私は改めて思い知りました。
　日韓合同授業研究会　　　

　（前略）よしき君はフィリピン人のお母さんがいる問題のある子でした。よしき君は父の死後、学校に来れないことが多くなり、広沢先生は家まで迎えに行ったそうです。それから、よしき君が成長するにつれ、日本語が十分でなく、読み書きできない母親を馬鹿にするようなそぶりを見せ、母親を困らせていました。

　僕は生まれは日本ですが、生まれてすぐ韓国に行くことになりました。そして３年生の終わりごろに日本という、故郷ともいえる所に帰ってきました。もちろん、日本語は喋れず友達関係とかも心配していたのですが、その時は皆、僕を稀な存在として受け入れてくれました。しかし、高学年になるにつれ、みんなの僕への態度や、接し方が少しながらも変化していくのを感じられました。遊んでいるときや、授業しているときに、ちょっかいを出してきて喧嘩になったりしました。いじめほどではないのですが、度が過ぎた事をしてきて、僕は我慢できず殴り合うほどの大喧嘩になってしまいました。そこで、なぜか喧嘩した相手は僕の両親の話を持ち出してきてもう一度喧嘩する羽目になりそうだったこともありました。それから、僕は少しずつ日本人と韓国人の境界線に気づきました。いくら仲が良くても、結局は韓国人としか見られていなかったのです。そして僕は東京にある韓国学校に入学しました。そこには、僕と同じような学生がたくさんいました。だから、そんな子達と一緒にいると、日本人と韓国人なんて深く考えなくてもいいと思っていました。差別されたりしないし、同じ人間であるにもかかわらず境界線を引かれることもないと思っていましたが、今日、広沢さんの話を聞いて多くのことを学ぶことができました。僕達よりも過酷な人生を歩んできながら、大人になってから自分と同じ立場に置かれている子供達と向き合って、子供の将来を考えていく広沢さんと比べて、最初から逃げてばかりで解決しようとしてない僕は、なんて情けないんだと思いました。けど、もう今では、あの時の友達にはなんとも思っていません。ただ、むかしみたいに仲良く遊べたらと、後悔ばっかりです。別に両親を恨んだりもしていません。韓国人であることを誇りに思いますし、韓国人であったからこそ、このような色んな事を学べたので感謝すらしています。

　日韓合同授業研究会に行ってきて、いい経験になったと思いました。今まで軽く考えてて忘れていたことや、考えたくもなくて忘れようとしてたことも全部思い出さしてくれました。そして、それについてもう一度まじめに考えて、自分を見直すことが出来たのかも知れません。そして、現社会では差別がある所はまだまだあります。それを無くし、差別のない世界を築き挙げるのが僕達の仕事だと思います。

　また、機会があったらこのように集まり、日韓の交流を深めるためにも、また皆さんの話をぜひ聞くことが出来たらと思います。

日韓合同授業研究会に行ってきて　　　　

　僕は韓国人です。両親共に生粋の韓国人です。しかし、僕は日本という地で生まれ、日本という環境で育ちました。もちろん、東京韓国学校という韓国人の学校に通ってはいますが、そこでも韓国語よりも日本語のほうが触れる機会が多い気がします。しかし、僕はこの東京韓国学校に小一の頃から通っていて、他の学校に通ったことがないので、実際に日本人と接したことはほとんどありません。日本の小学校に通っていた友達の話を聞くと、ほとんどが楽しかった思い出です。しかし韓国人ということで、ちょっとした差別を受けたり、窮屈な思いをしたこともあるといいます。でも、そんな困難を乗り越えたとき、人はとてつもない成長を遂げるんだと思います。そんな経験のない僕は、ある意味で彼らがうらやましく感じられました。

　広沢さんの話を聞いて、小学校の先生も大変そうながら楽しくもあるんだろうとなあと思い、やってみたいことを楽しそうに話しているのを見て、生徒一人一人とちゃんと向き合うのはたいへんなことだけど、そこに生きがいを感じれてるんだなと触れ合いたいとも思うことができました。

　この度、研究会に参加することで、色々なことを感じ考えさせられました。この団体のように国と国とをつなげる架け橋となるものがあること。外国にルーツを持った子たちがこの日本で、苦しみながら必死に一日一日を過ごしていけるということ。その子たちの見方になり、寄り添ってあげられる大人がこの社会には必要であること。また、そういう子たちのために学生である僕たちができること、すべきことは何なのか。僕たちはきっと、この子たちが戦っている見えない敵にこれからも挑んでいかなくてはならないのです。


短信
○テッサ・モーリス・スズキの「北朝鮮で考えたこと」（集英社新書）を読みながら、大同江の日の入りを思い出しています。
○領土をめぐり、国と国が争う・・・ように見えて、両国の中には、いろいろな考え方の人がいることを知っています。
○交流会で、授業を中心として語り合った韓国の友人との信頼関係は、このような時代にも決して揺るぎません。これは確信です。
○この私たちの関係から、国と国の関係を見ていきたいと思います。(F）[image: image7.png]
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日韓合同授業研究会　学習会　


「ピョンヤン宣言10周年の行方と日本外交


―東アジアの市民による平和を求めて―」


講師　石坂浩一さん　（立教大学）


日時　10月28日(日)　１８：００～


場所　新宿　多文化共生プラザ（ハイジア11階）


　　　　　　　　　　　　　（１７：００～事務局会議を行います。）
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